
 

  

【令和４年 休業４日以上の死傷災害発生状況 伊勢署】 

 令 和 ３ 年 令 和 ４ 年 前 年 比 

（ 死 傷 ） 死 亡 死 傷 死 亡 死 傷 

全 業 種 2 237  230 -7 -3.0％ 

製 造 業 2 50  38 -12 -24.0％ 

建 設 業  32  25 -7 -21.9％ 

道路貨物運送業  8  15 +7 +87.5％ 

林 業  5  4 -1 -20.0％ 

小 売 業  28  44 +16 +57.1％ 

社 会 福 祉 施 設  33  33 ±0 ±0.0％ 

旅 館 業  19  16 -3 -15.8% 
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【全産業・事故の型別】

令和3年 令和4年

令和４年  労働災害発生状況 伊 勢 労 働 基 準 監 督 署 
Ｒ ５ ． １ 月 末 速 報 値 

 伊勢労働基準監督署管内（伊勢市、

鳥羽市、志摩市、度会郡）における令

和４年（令和５年１月末速報値）の休

業４日以上の死傷者数（新型コロナウ

イルス感染症に係る疾病者を除く。）は

図表のとおり、死亡者数は０人、休業

４日以上の死傷者数は 230 人です。 

 当署管内においては、引き続き死亡

災害ゼロを継続しておりますが、三重

県内では、令和５年に入ってから、既

に５人が労働災害により亡くなってい

ます（墜落・転落２名、はさまれ・巻

き込まれ１名、交通事故２名）。この

内、はさまれ・巻き込まれによる死亡

災害は、コンベアの異常を点検してい

た際に発生した機械災害です。 

 機械の異常点検等の際には運転を停

止するなど労働災害の防止を徹底して

いただきますようお願いします。 

※右ＱＲコードより資料をご覧ください。 
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【アンダー190伊勢 進捗状況】

令和３年 令和４年（速報値） 基準線（平成27年:過去最少） 単位：人

休 業 ４ 日 以 上 の 死 傷 者 数 
各 月 末 の 推 移 状 況 

単位：人 

令和５年 
２ 月 号 

伊勢労働基準監督署 
ホ ー ム ペ ー ジ 



 
 
 

安全衛生教育促進運動とは、中央労働災害防止協会が主唱し、厚生労働省が後援のもと、業種別労働災害

防止協会や都道府県労働基準協会等および全国的な安全衛生関係団体が一体となり、毎年展開している運

動です。 
 安全衛生教育の関係で法令の改正があり、2023 年 4 月 1 日から、職長等に対する安全衛生教育の対象業

種が拡大され、新たに食料品製造業、新聞業、出版業、製本業及び印刷物加工業が追加されます。併せてご

確認をお願い致します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 ＩＨＩグループでは、

グループ内で特に多くの

割合を占める６つの労働

災害類型（高所からの墜

落、中低所からの転落、

機械・装置によるはさま

れ・まきこまれ、重量物

取り扱い時のはさまれ、

手工具使用時の災害、グ

ラインダー使用時の災

害）について、「ＩＨＩ

グループ安全基本原則」

を定め、独自に作成した

標識を活用するなど、こ

れらの労働災害の撲滅に

重点的に取り組んでいま

す。 

各 社 の 安 全 衛 生 活 動  ～ 取 組 事 例 紹 介 ～ 

株式会社ＩＨＩインフラ建設様よりご提供いただいた標識の一例 

令和４年度 安全衛生教育促進運動 2022 年 12 月 1 日 

～2023 年 4 月 30 日 


